
８ 研究の方法及び基本的な考え方 

 ア 研究の方法 

  ① 職員全員が役割を分担し，効率的な研修ができるようにする。 

   

② １人１研修担当・１人１研究授業を目標に全職員で研修を推進する。 

   

③ 指導案検討は，研究授業の事前に１回行い，必要に応じて各部会を開く。 

   

④ 全員が共通理解のもとに主題解明に関わるという考えから，指導案検討及び授業研究の司会や

記録は交代で行う。 ○司会者，記録者の分担     

授業者 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 専科 

司会者 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 専科 １年 

記録者 専科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

  ※ 授業中の児童の様子（保健的観点から）：養護教諭  授業記録（写真，ビデオ撮影）：籾木 

  ※ 小中連携に関しての司会者は，関係校に依頼するのでこの限りではない。 

 

⑤ より深く研究を深めるため，可能な限り講師を招く。 

   

⑥ 各種研究会や研究視察，県総合教育センターの講座などには１人１回を前提に積極的に参加す

るようにする。 

   

⑦ 各種研究会などに参加した際は，資料などを提供し研究に役立てるようにする。 

   

⑧ 研究のまとめとして，本年度の研修内容を冊子としてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ 研究組織 

 

教 頭 

研究推進委員 
（米丸・境田・児玉・田中） 

全体会 

○ 研究の全体計画 
 ・研究内容，方法の検討 
 ・テーマ研究，仮説，解決方法の研究 
○ 各部の基本理論の調整 
○ 研究活動の推進，調整 

○ 下学年部（１年～３年，養護） 
○ 上学年部（４年～６年，専科） 
 ・指導案作成協力 
 ・授業研究推進記録 
 ・研究授業補助 

理論・指導法研究部 調査資料研究部 

研究主題に関する研究 
○ 仮説の見直しと研究 
○ 一単位時間の指導過程の研究 
○ 個に応じた指導法の研究 
○ 数学的な力を育成するための

授業の在り方や取り組みなどの

方向性の研究     
             など 

○ 意識の調査 
○ 各種資料の収集 
○ 研究主題に対する実践の充実

に向けての児童の実態把握 
○ 児童の行動の記録 
○ 写真・ビデオ撮影での記録 
             など 

校 長 


